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年月日 事 項 

22.5.13 県民一人ひとりが、自らの生活行動を見直し、環境にやさしいライフスタイルへ転換することにより、県

民共有の長期ビジョンとして掲げた「CO2ゼロやまなし」の実現を図ることを目的とした「やまなしエコライ

フ県民運動実施要綱」を策定し、本運動の参加団体及び推進店の募集を開始した。 

22. 6. 5 環境月間中（5月30日～6月30日）に、県や各市町村、企業等で多くの環境関連行事が実施された。 

6月5日「環境の日」記念行事として、「環境フォーラムｉｎやまなし」が開催され、記念講演や山梨県環境

保全功労者表彰が行われた。 

22. 8 「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」に基づき、県内の市町村が策定し

た「市町村分別収集計画」をもとに、「第6期山梨県分別収集促進計画」を策定した。 

22. 8. 8 故郷の山や森林を見つめ直し、その恩恵に改めて感謝する契機とするために制定した、やまなし「山

の日」（8月8日）のイベント「森の教室」において、「千頭星山トレッキング」と「甘利山自然観察」を実施

した。 

22. 9.1 地球温暖化防止と循環型社会の構築に向けた環境に配慮した活動を推進し、次世代によりよい環境

を引き継ぐことを目指した「山梨県マイバッグ等の持参促進とレジ袋の削減の推進に関する協定」が、

県内１事業者と山梨県ノーレジ袋推進連絡協議会、消費者団体、商工団体、県及び関係市町村の間

で締結された。 

22.10.1 県ホームページ等において、「やまなしエコライフ県民運動」参加団体及び推進店の公表を開始した。 

22. 10.14 日々のくらしの中でできるエコ活動についての講演や、やまなしエコライフ県民運動参加者の事例紹

介を通じて、本運動についての理解を深めるとともに、本運動の普及を図るため、「やまなしエコライフ

県民運動シンポジウム」を開催した。 

22.10.30 郷土の環境を活かした地域づくりの推進と大気環境保全の意識高揚を図ることを目的とした第２２回

「星空の街・あおぞらの街」全国大会が、高円宮妃殿下の御臨席の下、北杜市大泉町で開催された。 

22. 11.16 地球温暖化防止や省エネルギー対策等について理解を深めていただくため、県内事業者を対象に

「やまなしエコ事業者シンポジウム」を開催した。 

シンポジウムにおいて、温室効果ガス排出抑制計画書を任意で提出しているトライアル事業者及び自

動車環境計画を提出している事業者に対し、知事から「チャレンジ事業者証」を交付した。 

23.2.27 地球温暖化防止と循環型社会の構築に向けた環境に配慮した活動を推進し、次世代によりよい環境

を引き継ぐことを目指した「山梨県マイバッグ等の持参促進とレジ袋の削減の推進に関する協定」が、

県内１事業者と山梨県ノーレジ袋推進連絡協議会、消費者団体、商工団体、県及び関係市町村の間

で締結された。 

23.3 県内のクリーンエネルギー資源の賦存量等について調査を行い、県、市町村、事業者等がクリーンエ

ネルギーを導入するための指針として「やまなしグリーンニューディール計画推進指針」を策定した。 

23.2.27 地球温暖化防止と循環型社会の構築に向けた環境に配慮した活動を推進し、次世代によりよい環境

を引き継ぐことを目指した「山梨県マイバッグ等の持参促進とレジ袋の削減の推進に関する協定」が、

県内１事業者と山梨県ノーレジ袋推進連絡協議会、消費者団体、商工団体、県及び関係市町村の間

で締結された。 


